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介護の魅力と価値を高めるのはあなたです

あなたのまわりの子供たちといっしょに考えようあなたのまわりの子供たちといっしょに考えよう

「介護福祉のみらい」作文コンクール「介護福祉のみらい」作文コンクール
作品募集中！

■趣　　旨
　将来を担う小学生、中学生、高校生に、介護福祉の大切さを知り、未来について考える機会をもってもらいます。
■募集期間
　2016年4月20日（水）～ 6月10日（水） ※郵送の場合は必着
■応募資格
　小学生、中学生、高校生の方
■テーマ
以下のテーマ（課題）の中から好きなものを一つ選んで、あなたが感じること、考えることを自由に書いてください。
●小学生の部
・「介護」ってなんだろう？
・お年寄りになって介護を受けるのはいやだなぁ…
・いつまでも元気でがんばらなくちゃ！
・おじいちゃん、おばあちゃんにしてあげたいこと
●中学生の部／高校生の部
・介護や福祉に関する実体験等を通して感じたこと、考えたこと
・自分の老後を想像して考えたこと　　・これからの介護に関する私の意見

■応募方法
・1,200字以内（原稿用紙、ワープロ原稿、縦書き、横書き、いずれも可。書式自由）

・必要事項を記入の上、以下のいずれかの方法でお申し込みください。
①郵送：一般社団法人日本介護福祉経営人材教育協会 作文コンクール係 宛
②メール送信（ファイル添付）※件名は「作文コンクール」と記載し info@nkfk.jpまでお送りください。

■必要事項
①郵便番号・住所　②氏名　③年齢　④電話番号　⑤メールアドレス　⑥学校名・学部・学科・学年
⑦作品タイトル

■入選作品
金賞／銀賞／銅賞　［賞状・副賞（盾・図書カード）を進呈］
それぞれ「小学生の部」「中学生の部」「高校生の部」を表彰します。いずれも若干名とします。
■審　査
日本介護福祉経営人材教育協会の指定する審査会により各賞を決定。
■入選発表
7月1日（金）に日本介護福祉経営人材教育協会ホームページで発表予定。
※「第1回全国介護福祉総合フェスティバル」会場において、表彰式を行います（7月3日（日）14:00～14:30）。

一般社団法人 日本介護福祉経営人材教育協会
〒101-0042　東京都千代田区神田東松下町17 番地　もとみやビル3階
TEL：03-3256-0571 ／ FAX：03-3256-0572

大
阪
に
集
え
介
護
福
祉
経
営
士
！

新
し
い
介
護
を
み
ん
な
で
創
り
だ
そ
う

一般
社
団
法
人
日
本
介
護
福
祉
経
営
人
材
教
育
協
会
が
大
阪
市
で
開
催
す
る「
第
１
回
全
国
介
護
福
祉
総
合
フェス
テ
ィ
バ
ル
」の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
確
定
し

た
。７
月
２
日（
土
）か
ら
３
日
間
に
わ
た
り
、盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
で
、幅
広
い
世
代
、立
場
の
人
た
ち
が
地
域
の
介
護
福
祉
の
あ
り
方

に
つ
い
て
考
え
、未
来
へ
の
夢
を
ふ
く
ら
ま
せ
る「
祭
典（
フェス
テ
ィ
バ
ル
）」に
な
る
。

同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は「
み

ん
な
で
考
え
よ
う　

地
域
の
介

護
福
祉
の
現
状
と
未
来
」
を

メ
ー
ン
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
い

る
。
介
護
問
題
を
介
護
保
険
制

度
だ
け
で
す
べ
て
解
決
す
る
こ

と
は
非
常
に
困
難
で
あ
り
、
介

護
福
祉
関
係
者
だ
け
で
な
く
他

産
業
と
の
連
携
に
よ
る
新
サ
ー

ビ
ス
・
製
品
の
共
創
や
地
域
性

に
合
っ
た
解
決
策
が
必
要
に
な

る
か
ら
だ
。
ま
た
、
増
加
す
る

介
護
需
要
を
抑
え
る
た
め
の
健

康
づ
く
り
等
も
不
可
欠
で
、
子

ど
も
・
若
年
世
代
が
介
護
福
祉

に
ふ
れ
て
認
識
を
深
め
る
機
会

を
重
視
し
て
い
る
。
そ
こ
で
初

日
は「
介
護
と
地
域
づ
く
り
」、

２
日
目
は「
介
護
と
子
ど
も
の

教
育
」、
３
日
目
は「
介
護
現
場

の
課
題
と
経
営
」を
テ
ー
マ
に

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
を
企
画
し

た
。初

日
は
開
催
地
代
表
挨
拶
に

続
き
、
谷
畑
英
吾
・
滋
賀
県
湖

南
市
長
に
よ
る
基
調
講
演
で
、

障
が
い
者
・
高
齢
者
が
社
会
参

加
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
考
え

る
。
さ
ら
に
、
行
政
や
医
療
・

介
護
に
関
わ
る
パ
ネ
リ
ス
ト
を

招
い
て
の
２
つ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
見
ど
こ
ろ
だ
。

２
日
目
は
午
前
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
、
福
祉
教
育
の
先
進
地

で
あ
る
大
阪
の
取
り
組
み
か
ら

「
介
護
×
教
育
」の
連
携
を
探

る
。
さ
ら
に
午
後
は
、
介
護
業

界
で
話
題
の
対
話
型
イ
ベ
ン
ト

「
未
来
を
つ
く
るkaigo

カ

フ
ェ
」が
初
の
関
西
上
陸
。「
子

ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
介
護
の

真
実
」を
テ
ー
マ
に
、
参
加
者

全
員
が
語
り
あ
い
、学
び
あ
う
。

大
阪
な
ら
で
は
の
お
楽
し
み
企

画「
お
笑
い
介
護
道
場
」も
お
見

逃
し
な
く
。

３
日
目
は
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
、
セ
ミ

ナ
ー
エ
リ
ア
で
の
介
護
経
営
セ

ミ
ナ
ー
を
同
時
開
催
。
い
ず
れ

も
魅
力
的
な
セ
ッ
シ
ョ
ン
だ

が
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
介
護
福

祉
経
営
士
が
デ
ザ
イ
ン
す
る
新

し
い
介
護
福
祉
」は
、
３
日
間

の
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
締
め

く
く
り
で
あ
り
、
ぜ
ひ
会
場
一

体
と
な
っ
て
盛
り
上
げ
た
い
。

な
お
２
、
３
日
目
は「
展
示

エ
リ
ア
」が
設
け
ら
れ
、
協
賛

企
業
が「
未
来
の
介
護
体
験

ゾ
ー
ン
」｢

食
と
健
康
ゾ
ー
ン｣

｢

い
き
い
き
暮
ら
し
を
支
え
る

ゾ
ー
ン｣

に
最
新
鋭
機
器
や
注

目
商
品
を
ず
ら
り
と
展
示
す

る
。
こ
れ
か
ら
の
介
護
を
体
感

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
入
場

無
料（
一
部
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・

セ
ミ
ナ
ー
は
有
料
）だ
が
、
事

前
参
加
登
録
が
必
要
。
参
加
ご

希
望
の
方
は
、
公
式
Ｗ
ｅ
ｂ
サ

イ
トhttp://www.nkfk.jp

ま

で
お
早
目
に
。

※7月3日（日）、4日（月）は、大阪産業創造館3階を「展示エリア」とし、協賛企業のブース出展を行います。
※演題、出演者等は変更する場合があります。あらかじめご了承ください。

第
１
回
全
国
介
護
福
祉
総
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

in 

大
阪

■7月2日（土）　【初日テーマ：介護と地域づくり】　会場：シティプラザ大阪
時間 プログラム 出演者

13:00～
13:20 開会式 多田　宏（一般社団法人日本介護福祉経営人材教育協会代表理事）

松本　力（日本介護福祉経営人材教育協会　関西支部長）　ほか
13:20～
13:40

開催地代表挨拶
「福祉先進地・大阪から発信する新しい介護福祉」 酒井隆行（大阪府福祉部長）

13:40～
14:20

基調講演 
「障がい者・高齢者の社会参加を軸とした地域づくり」 谷畑英吾（滋賀県湖南市長）

14:40～
16:10

シンポジウム①
「福祉と医療・看護がまちづくりに果たす役割」

濵谷浩樹（厚生労働省審議官（老健、障害保健福祉、児童福祉担当））
金森佳津（大阪府・大阪市　副首都推進局　総務担当部長／前大

阪府　政策企画部戦略事業室　医療戦略担当副理事）
石井富美（よどきり医療と介護のまちづくり株式会社　取締役、多摩大学

　医療・介護ソリューション研究所フェロー）
坪　茂典（社会医療法人愛仁会　本部・介護福祉事業部

長、社会福祉法人愛和会　本部・統括部長）
【コーディネーター】
青木正人（株式会社ウエルビー代表取締役）

16:30～
17:30

シンポジウム②
「地域を耕すために必要なことは？」

永田かおり（社会福祉法人ひだまり理事長）
川島　実（フリー医師、元宮城県気仙沼市立本吉病院院長）
幸地伸哉（西宮介護ネットワーク代表、株式会社グローバルウ

ォーク代表取締役）
神野正彦（ケアマネジャー、イラストレーター、エッセイスト）
【コーディネーター】
高瀬比左子（未来をつくるkaigoカフェ代表）

18:00 ～
19:30 交流会《有料》

■7月3日（日）　【2日目テーマ：介護と子どもの教育】　会場：大阪産業創造館　4階イベントホール
時間 プログラム 出演者

10:00～
12:00

シンポジウム
「みんなで考えよう『介護×教育』」

新崎国広（大阪教育大学　教養学科人間科学講座准教授）
青木健至（大阪市教育センター　主任指導主事）ほか
【コーディネーター】
長谷憲明（日本介護福祉経営人材教育協会　関西支部理
事、関西国際大学　グローバル教育推進機構　学長補佐　
教授　コミュニティ交流総合センター長）

13:00～
14:00 お笑い介護道場

14:00～
14:30 第1回「介護福祉のみらい」作文コンクール表彰式

14:30～
16:30

未来をつくるkaigoカフェ in OSAKA　
「子どもたちに伝えたい介護の真実」《有料》

若野達也（若年性認知症サポートセンター絆や）
田中克博（京都府精華町キャラバン・メイト連絡会代表）
松本真希子（社会福祉法人あかね　統括本部長）
渡辺哲弘（きらめき介護塾代表）
塩山　諒（NPO法人スマイルスタイル代表理事）
【コーディネーター】
高瀬比左子（未来をつくるkaigoカフェ代表）

■7月4日（月）　【3日目テーマ：介護現場の課題と経営】　会場：大阪産業創造館　4階イベントホール
時間 プログラム 出演者

10:00～
12:00

シンポジウム
「選択する最期
　～エンディングを支える介護をめざして～」

「納棺」木村光希（おくりびとアカデミー代表）
「お食い締め」牧野日和（歯学博士、言語聴覚士、認定心理士）
「仏教」河原至誓（社会福祉法人明照会理事長、浄土真宗

本願寺派円徳寺副住職）
【コーディネーター】
中浜崇之（NPO法人Ubdobe）

12:15～
12:45 ランチョンセミナー

13:00～
15:00

在宅医療カレッジ大阪校　《有料》
「高齢者の低栄養とチーム医療・チームケア」

田貝 泉（南港病院　栄養科　科長）
時岡直穗子（はみんぐ南河内代表）
【コーディネーター】
佐々木淳（医療法人悠翔会理事長）

15:30～
17:00

シンポジウム
「介護福祉経営士がデザインする新しい介護福祉」

石本良樹（関西支部、社会福祉法人美郷会　特別養護老人ホー
ム美来事務長）

洪　東基（関西支部、医療法人同友会共和病院　医療福
祉課課長）

岩本昌樹（九州支部、社会福祉法人くだまつ平成会理事長代行）
神内秀之介（北海道支部、社会福祉法人渓仁会　事業推

進部次長、事業戦略担当次長）　ほか
17:00～
17:30 閉会式

■7月4日（月）　同時開催　「セミナーエリア」大阪産業創造館6階
時間 プログラム 出演者

10:00 ～
12:00

介護経営セミナー①　《有料》
「地域包括ケア時代の介護経営」

小濱道博（小濱介護経営事務所代表）

12:30 ～
13:30

介護経営セミナー②　《有料》
「介護甲子園グランプリ事業所に学ぶ利用者も職員
も元気な介護現場の条件とは」

左　敬真（一般社団法人日本介護協会理事長）

14:00 ～
15:00

介護経営セミナー③　《有料》
「介護経営とファイナンス」

※調整中



2016.5.25　（2）

小規模多機能型居住介護
0.6％

その他・不明
3.7％

特別養護老人ホーム
14.0％

介護老人養護施設
9.1％

医療機関（介護療養型）
0.3％

医療機関（その他病院、医院）
9.1％

訪問介護
5.1％

訪問看護
0.6％

通所介護
6.0％

通所リハビリ
1.1％
認知症グループホーム

2.3％

リハビリ
0.0％

有料老人ホーム
（特定施設）
6.9％福祉用具貸与

0.9％

居宅介護支援
9.7％

法人本部
30.6％

７
月
10
日（
日
）に
実
施
さ
れ

る
第
10
回「
介
護
福
祉
経
営
士

２
級
」資
格
認
定
試
験（
一
般
社

団
法
人
日
本
介
護
福
祉
経
営
人

材
教
育
協
会
）の
受
験
申
込
を

受
付
中
だ
。

「
介
護
福
祉
経
営
士
２
級
」資

格
認
定
試
験
は
、
全
40
問（
60

分
）の
マ
ー
ク
シ
ー
ト
記
入
式

で
行
わ
れ
る
。
試
験
科
目
は
、

①
介
護
福
祉
政
策
概
論
、
②
介

護
福
祉
経
営
史
、
③
介
護
福
祉

関
連
法
規
、
④
介
護
福
祉
の
仕

組
み
、
⑤
高
齢
者
介
護
と
介
護

技
術
の
進
歩
、
⑥
介
護
福
祉
倫

理
学
、
⑦
医
療
を
知
る
、
⑧
介

護
報
酬
制
度
／
介
護
報
酬
請
求

事
務
、
⑨
介
護
福
祉
産
業
論
、

⑩
多
様
化
す
る
介
護
福
祉
サ
ー

ビ
ス
│
│
の
10
科
目
。
年
齢
、

保
有
資
格
、
職
種
等
の
受
験
要

件
は
一
切
な
い
。

試
験
会
場
は
、全
国
７
会
場
、

札
幌
市
、
仙
台
市
、
東
京
都
23

区
内
、
名
古
屋
市
、
金
沢
市
、

大
阪
市
、
福
岡
市
を
予
定
。

合
格
後
は
、
同
会
へ
の
入
会

登
録
申
請
後
、審
査
を
経
て「
介

護
福
祉
経
営
士
２
級
」に
認
定

さ
れ
る
。

な
お
、
11
月
に
実
施
さ
れ
る

１
級
試
験
は「
介
護
福
祉
経
営

士
２
級
」の
資
格
認
定
を
受
け

る
こ
と
が
受
験
資
格
と
な
る
。

７
月
実
施
の
第
10
回
の
２
級
試

験
に
合
格
し
、
認
定
を
受
け
れ

ば
、
今
年
11
月
実
施
の
１
級
試

験
を
受
験
が
可
能
だ
。

受
験
申
込
は
同
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
、
６
月
３
日（
金
）

ま
で
、
同
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.nkfk.jp/

）で
受

付
中（
受
験
料
入
金
締
切
日
は

６
月
６
日
）。

な
お
、
試
験
対
策
講
座
も
開

催
さ
れ
る
。
詳
細
は
４
面
を
参

照
の
こ
と
。

第
10
回
「
介
護
福
祉
経
営
士
２
級
」
試
験

６
月
３
日
ま
で
受
験
申
込
受
付
中

一
般
社
団
法
人
日
本
介
護
福

祉
経
営
人
材
教
育
協
会
が
資
格

認
定
を
行
う「
介
護
福
祉
経
営

士
」は
、
２
０
１
５
年
度
ま
で

に「
介
護
福
祉
経
営
士
２
級
」資

格
認
定
試
験
を
９
回
、「
同
１

級
」資
格
認
定
試
験（
筆
記
試

験
）を
２
回
実
施
し
て
き
た
。

現
在
、
２
級
試
験
合
格
者
数
は

累
計
１
０
８
５
名
と
、
１
０
０

０
人
を
突
破
。
ま
た
、
１
級
合

格
者
数
は
累
計
１
５
３
名
と

な
っ
た
。

「
介
護
福
祉
経
営
士
」に
な
る

た
め
に
は
、
資
格
認
定
試
験
に

合
格
後
、
同
会
に
入
会
登
録
申

請
を
し
、
認
定
を
受
け
る
必
要

が
あ
る
。

会
員
に
は
、
個
人
正
会
員
、

法
人
正
会
員
、
賛
助
会
員
の
種

別
が
あ
り
、
個
人
正
会
員
は
６

９
７
名
、
法
人
正
会
員
は
９
法

人
78
名
を
数
え
る
。
入
会
率
は

71
・
４
％（
２
０
１
６
年
３
月

末
時
点
）。

金
融
業
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

業
の
会
員
が
増
加
傾
向

会
員
を
勤
務
先
の
業
種
別
で

み
る
と
、
45
・
２
％
は
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
業
だ
が
、
金
融
業

や
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
に
所

属
す
る
会
員
も
同
様
の
割
合
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る

（
図
１
）。

資
格
認
定
試
験
開
始
当
初
は

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
業
が
50
％

以
上
を
占
め
て
い
た
が
、
回
を

重
ね
る
に
つ
れ
て
他
業
種
の
割

合
が
増
し
て
き
た
。
こ
れ
は
、

介
護
福
祉
業
界
の
成
長
性
に
注

目
が
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
、「
介

護
福
祉
士
経
営
士
２
級
」資
格

認
定
試
験
の
受
験
資
格
が
、
年

齢
、
学
歴
、
国
籍
な
ど
の
制
約

が
一
切
な
く
、
介
護
福
祉
に
携

わ
っ
て
い
な
い
人
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
で
き
る
資
格
で
あ
る
点
も
大

い
に
関
係
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

他
業
種
に
従
事
す
る
会
員
か

ら
は「
資
格
取
得
の
た
め
の
学

習
を
通
し
て
介
護
福
祉
業
界
全

般
を
体
系
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で

き
、
全
体
像
を
つ
か
む
こ
と
が

で
き
た
」、「
お
客
様（
介
護
事

業
者
）の
相
談
に
対
し
て
、
よ

り
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
」と
い
っ
た

声
が
挙
が
っ
て
い
る
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
以
外
の

業
種
か
ら「
介
護
福
祉
経
営
士
」

が
誕
生
す
る
こ
と
は
、
介
護
福

祉
事
業
者
に
と
っ
て
良
き
パ
ー

ト
ナ
ー
が
増
え
る
と
い
う
利
点

に
も
つ
な
が
る
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
で
は
法
人

本
部
所
属
が
最
多

も
ち
ろ
ん
最
大
シ
ェ
ア
を
占

め
て
い
る
の
は
介
護
保
険
サ
ー

金
融
業
・コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
の
会
員
が
増
加
中
！

介
護
保
険
外
サ
ー
ビ
ス
勤
務
者
の
会
員
数
が
半
数

を
超
え
る

「
介
護
福
祉
経
営
士
」
正
会
員
の
属
性
か
ら
傾
向
を
探
る

ビ
ス
業
だ
。
す
べ
て
の
サ
ー
ビ

ス
種
別
中
、
最
も
多
い
所
属
先

は「
法
人
本
部
」
で
あ
る（
図

２
）。
す
で
に
事
業
経
営
に
参

画
し
て
い
る
人
が
、
さ
ら
に
経

営
に
関
す
る
能
力
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
受
験
と
、
新

た
に「
介
護
福
祉
経
営
士
」資
格

を
有
す
る
こ
と
で
、
実
務
リ
ー

ダ
ー
か
ら
事
業
経
営
に
参
画
で

き
る
人
材
へ
と
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

受
験
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え

る
。
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介護福祉経営士
２級資格認定試験準拠
介護福祉経営士テキスト
基礎編全10巻

セット価格：23,660円（税込）

いまなら「介護福祉経営士
２級資格認定試験－合格
サポートブック－」がもらえる!!

［発行元］
株式会社日本医療企画
http://www.jmp.co.jp/

第10回「介護福祉経営士2級」資格認定試験
●主催：一般社団法人日本介護福祉経営人材教育協会

7月10日（日）実施
●試験時間／60分
●出題問数／40問
●出題形式／多肢選択式・マークシート記入
●受 験 料／8,000円（税込）
●受験要件／年齢、学歴、国籍等の制約はありません
　　　　　　（成年被後見人および被保佐人でないこと）

●試験科目
[介護福祉経営学　基礎Ⅰ]
介護福祉政策概論、介護福祉経営史、
介護福祉関連法規、介護福祉の仕組み、
高齢者介護と介護技術の進歩、
介護福祉倫理学
[介護福祉経営学　基礎Ⅱ]
医療を知る、介護報酬制度／
介護報酬請求事務、介護福祉産業論、
多様化する介護福祉サービス

試験のお申し込み・お問い合わせ・資料請求はウェブで … http://www.nkfk.jp/
会場：札幌・仙台・東京・名古屋・金沢・大阪・福岡（予定）ほか

セットでお買い上げの方に

もれなく「合格サポートブック
」を進呈!!

介護保険
サービス
45.2％

その他
5.4％

関連企業
一般企業
6.7％

コンサルティング
16.0％

金融業
26.7％

図１　勤務先の業種別構成

図2　サ－ビス種別
（介護保険サービス）同

会
本
部
や
地
域
支
部
で
行

わ
れ
て
い
る
研
究
会
な
ど
に
参

加
す
る
こ
と
が
知
識
や
人
脈
を

広
げ
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
る「
介
護
福
祉
経
営
士
」に

は
、
今
後
も
期
待
が
寄
せ
ら
れ

る
こ
と
だ
ろ
う
。
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「介護福祉教育エキスパート」養成講座
受講生募集

主催：一般社団法人介護福祉指導教育推進機構 お問い合わせ・資料請求はウェブへhttp://kaigo-education.jp

経営の一翼を担う栄養管理のエキスパート

■体裁：各巻Ｂ５判／100～160項　■定価：各巻2,500円＋税
■総監修／宮澤　靖（一般社団法人日本栄養経営実践協会代表理事／近森病院臨床栄養部部長）

第1巻

第2巻

第3巻

第4巻

第5巻

第６巻

病棟業務管理  不要な絶食患者ゼロをめざす病棟業務マネジメント  
―栄養部門が経営の一翼を担う―

真壁　昇
（関西電力病院疾患栄養治療センター） 
大谷　幸子
（淀川キリスト教病院栄養管理課課長） 
宮澤　靖
（近森病院臨床栄養部部長） 
山下　茂子
（熊本県立大学環境共生学部非常勤講師） 
秋山　和宏
（東葛クリニック病院副院長） 
吉田　貞夫
（沖縄メディカル病院あがりはまクリニック院長） 

コスト管理  ビジョンの実現に向けたコストマネジメント  
―業務の選択と集中で患者満足度を高める―
組織マネジメント  栄養部門の存在意義を高めるリーダーシップ  
―専門職としての使命を全うできる環境づくり―
人材教育マネジメント  自ら考え行動する人材の育成と目標管理  
―鉄は熱いうちに打たなければならない―
多職種協働コミュニケーション  チーム医療を成功させるコミュニケーション  
―人と組織、そして地域をつなぐ連携の要―
病態栄養  臨床スキルアップのための病態把握と栄養ケア  
―病態の理解なくしてチーム医療に参画はできない―

発行：株式会社日本医療企画　お申し込み、お問い合わせはウェブへhttp://www.jmp.co.jp/

栄養経営士
テキストシリーズ（全６巻）同講座は、介護福祉教育の基本について学び、人間性・社会性を磨くための教育ができる人材を育成することを目的としています。

管理栄養士のための新資格“栄養経営士”
養成テキストシリーズ創刊！

2016年「介護福祉教育エキスパー」ト養成講座　日程表
開催地 日　程 時　間 講　師

名古屋②（名古屋市中区）
1日目 5月21日（土） 13：30～17：30

木村久枝（松本短期大学教授）
2日目 5月22日（日） 9：00～17：30

札幌①（札幌市中央区）
1日目 6～7月頃を予定 13：30～17：30

黒澤 貞夫（日本生活支援学会会長）
2日目 6～7月頃を予定 9：00～17：30

東京⑤（東京都千代田区）
1日目 6月18日（土） 13：30～17：30

柴田 範子（特定非営利活動法人 楽 理事長）
2日目 6月25日（土） 9：00～17：30

名古屋③（名古屋市中区）
1日目 9月頃を予定 13：30～17：30

木村久枝（松本短期大学教授）
2日目 9月頃を予定 9：00～17：30

福岡②（福岡市博多区）
1日目 9月9日（金） 13：30～17：30

久保田トミ子（広島国際大学副学長、合同会社和の会代表）
2日目 9月10日（土） 9：00～17：30

地域を支える人材を育てる
生活支援の基本テキスト

はじめて学ぶ 生活支援
■ 監 修：公益社団法人長寿社会文化協会 
■ 体 裁：B5判／ 92ページ 
■ 定 価：本体価格 1,300 円 + 税 
■ ISBN：978-4-86439-458-1

新刊案内
Key
Word
Key
Word 「BCP：事業継続計画」
4月14日の前震とされるマグニチュード6.5、最大震度7の地

震に続き、4月16日には本震であるマグニチュード7.3、最大震
度7強の地震が熊本、大分両県を襲いました。余震発生回数
が過去最多のペースで推移するなど、1カ月を経た現在も気象
庁が余震に十分注意するよう呼びかける状況にあります（5月
18日現在）。
3.11として、記憶に新しい東日本大震災は、さまざま面にお

いて教訓を残しました。地震と津波により民家をはじめ学校、公
共施設、企業等、町全体が破壊されるなか、医療機関、介護施
設の被害も甚大でした。平時より何らかの疾患や障害により
医療機関や施設を必要とする患者や利用者が、その行き場を
失ったのです。また災害によって負傷したり、病気となった者も
行く先をなくしました。
これを契機に、医療機関や介護施設・事業者が、いかに
サービスを維持・継続し提供するのかといった問題がより一層
注目され、一般企業を含め「事業継続計画（BCP：Business 
Continuity Planning）」の重要性が叫ばれました。
現在、各都道府県や市町村から非常災害に向けた介護事

業者等の対策マニュアル策定の指針等が示されていますが、

一般社団法人全国介護事業者協議会以下、民介協）がまとめ
た、『3.11を忘れない！　東日本大震災の教訓を生かす～災害
発生時の介護事業者必携マニュアル』※は、特に参考となるで
しょう。
民介協は、東日本大震災の被災地に介護職員や訪問入浴
車両を派遣するなど、避難所での介護サービスの提供など継続
的な支援活動を行いました。支援の過程で多くの調査を実施
し、それらの知見をもとにまとめられたのが本マニュアルです。
本マニュアルは、介護事業所（在宅）がBCPを系統立てて策

定するためにとても役に立ちます。 “事前対策”から、災害発生
直後の“応急期”、本格的事業再建にあたる“復旧・復興期”な
ど、各段階ごとに必要な対応策を考え、BCPを策定できる構成
となっています。
明日、災害が起こっても何ら不思議ではありません。社会的

に重要なインフラの1つである介護事業所は、BCPを策定し、
備えることが必須と言えます。

※『3.11を忘れない！  東日本大震災の教訓を生かす～災害発生時
の介護事業者必携マニュアル～』は、福祉医療機構のウェブサイト
「WAM NET」に掲載されています。

城北ヤクルトグループ 城北介護センター
（東京都足立区）
ケアマネジャー、介護福祉経営士2級、
介護福祉教育エキスパート

斎
さい と う

藤 恵
け い い ち

一

「
心
の
声
を
聴
く
」
姿
勢
で

支
援
の
あ
り
方
を
深
め
る

私
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と

し
て
城
北
ヤ
ク
ル
ト
グ
ル
ー
プ

の
城
北
介
護
セ
ン
タ
ー
に
勤
務

し
て
い
ま
す
。
わ
が
社
は
東
京

都
足
立
区
と
荒
川
区
に
５
つ
の

拠
点
を
持
ち
、
訪
問
介
護
、
ケ

ア
プ
ラ
ン
作
成
、
住
宅
改
修
、

福
祉
用
具
レ
ン
タ
ル
・
販
売
な

ど
の
事
業
を
展
開
し
て
い
ま

す
。当

グ
ル
ー
プ
で
は
、
昭
和
62

年
か
ら
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

の
た
め
の
福
祉
活
動「
お
は
よ

う
訪
問
」を
続
け
て
い
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
日
頃
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
地
域
の
皆
様

に
恩
返
し
が
し
た
い
と
い
う
想

い
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
70

歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
お
宅

を
ヤ
ク
ル
ト
レ
デ
ィ
ー
が
毎
朝

一
本
ず
つ
ヤ
ク
ル
ト
を
お
届
け

し
な
が
ら
安
否
の
確
認
を
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、平
成
12
年
、

介
護
保
険
制
度
の
ス
タ
ー
ト
に

あ
た
り
、
よ
り
一
層
の
地
域
貢

献
を
目
指
し
て「
城
北
介
護
セ

ン
タ
ー
」を
開
設
し
ま
し
た
。

私
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の

資
格
を
取
得
し
て
10
年
に
な
り

ま
す
。
こ
の
仕
事
を
続
け
て
い

く
中
で
、
幅
広
い
知
識
や
見
識

を
習
得
す
る
必
要
性
を
感
じ
、

人
間
の
心
理
面
や
フ
ィ
ジ
カ
ル

面
、
死
生
観
、
歴
史
、
宗
教
な

ど「
人
が
生
き
て
い
く
」と
い
う

こ
と
に
関
わ
る
様
々
な
勉
強
を

し
て
い
ま
す
。
私
と
い
う「
触

媒
」を
通
し
て
ひ
と
り
ひ
と
り

の
利
用
者
様
が
変
化
し
て
い
く

時
、
心
の
触
れ
合
い
を
実
感
し

相
談
援
助
職
と
し
て
の
喜
び
を

感
じ
ま
す
。
利
用
者
様
の「
心

の
声
を
聴
く
」と
い
う
姿
勢
を

大
切
に
、
支
援
の
あ
り
方
を
深

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

資
格
を
通
し
て
地
域
や
現
場

の
課
題
に
取
り
組
む

「
介
護
福
祉
経
営
士
」は
足
立

区
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
連
絡

協
議
会
の
居
宅
介
護
支
援
部
会

の
研
修
会
で
知
り
ま
し
た
。
日

頃
、
介
護
現
場
の
ス
タ
ッ
フ
の

制
度
や
法
令
へ
の
意
識
を
高
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
し

た
の
で
、
配
布
さ
れ
た
公
式
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
を
読
ん
で
い
く
う

ち
に
、
現
場
の
問
題
の
解
決
を

目
指
し
て
い
く「
介
護
福
祉
経

営
士
」へ
の
興
味
が
湧
い
て
き

ま
し
た
。

受
験
勉
強
で
は
、
制
度
関
係

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
労
働
法

や
会
計
に
つ
い
て
も
今
ま
で
の

キ
ャ
リ
ア
を
振
り
返
り
な
が
ら

改
め
て
学
び
直
し
ま
し
た
。
出

題
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
日
本
介
護

福
祉
経
営
人
材
教
育
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

資
格
認
定
試
験
の
出
題
例
を
確

認
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
受
験
を
志
す
方

は
、
ま
ず
自
分
た
ち
の
仕
事
・

サ
ー
ビ
ス
が
社
会
保
障
制
度
の

中
で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
の
か
、
ま
た
事
業
を
行

う
に
あ
た
っ
て
の
運
営
基
準
や

人
員
配
置
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
を
し
っ
か
り
押
さ
え
る
と

よ
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
上
で

日
々
の
業
務
に
取
り
組
ん
で
い

く
と
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
仕
事

の
意
味
が
明
確
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
制
度
の
変
遷
を
理
解

し
て
い
く
と
、
社
会
の
変
化
や

全
体
の
流
れ
が
見
え
て
く
る
と

思
い
ま
す
。

合
格
後
は
名
刺
に「
介
護
福

祉
経
営
士
」と
記
載
し
て
い
ま

す
。「
こ
の
資
格
は
ど
ん
な
資

格
？
」と
、
そ
こ
か
ら
話
が
ふ

く
ら
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
会
報
誌
で
は
、
地
域
の
課

題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る
会

員
の
方
々
の
考
え
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
、
と
て
も
参
考
に
な

り
ま
す
。

地
域
に
欠
か
せ
な
い

事
業
所
を
め
ざ
し
て

今
後
は
、「
一
隅
を
照
ら
す
」

と
い
う
想
い
で
、
足
立
区
で
の

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築

に
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

わ
が
社
が
大
切
に
し
て
い
る

「
利
他
の
精
神
」を
忘
れ
ず
、
地

域
の
皆
様
に「
足
立
区
に
城
北

介
護
セ
ン
タ
ー
が
あ
っ
て
よ

か
っ
た
」と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
事
業
所
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
介
護
福
祉
経
営
士
」を
こ
う
活
用
す
る
！

「
介
護
福
祉
経
営
士
２
級
」は
こ
れ
ま
で
、計
９
回
の
資
格
認
定
試
験
で
、累
計
１
０
８
５
名
の
合
格
者
が
誕
生
し
ま
し
た
。

介
護
施
設
・
事
業
所
、企
業
な
ど
か
ら
多
く
の
方
々
が
受
験
し
、合
格
し
て
い
ま
す
。ど
の
よ
う
な
目
的
で
受
験
し
、ど
の
よ
う
に

「
介
護
福
祉
経
営
士
」の
資
格
を
業
務
に
活
か
そ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
、合
格
者
の
皆
様
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

合格者の声

生活支援サービス従事者・介護ボランティア向けテキスト
　地域包括ケアの構築が推進されるなか、地域を支える人材育成が求め
られています。本書は、高齢者の暮らしを支えるために地域で活躍したい
元気な高齢者、若者、学生、主婦、働きながらボランティアをしたい人などを
対象とした人材育成テキストです。とくに、自宅を訪問し生活支援サービス
を提供する新たな人材の育成に適した内容となっています。
　第１章では、超高齢社会と介護・福祉の理解、第２章では、生活支援のた
めの知識と技術、また、地域での働き方やボランティ ア団体のつくり方など
実践的な内容や事例をイラスト等でわかりやすくまとめた一冊です。
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　 　北海道支部　研究会のご案内

ミドルマネジャー養成ゼミ（第2期）
「組織として事業所管理者を養成したいけれども、どのように体系的に育成すれば良いの
かわからない」「実際に事業所管理者となったのはいいけれども、何から手を付ければ良
いかわからない」という方に、ミドルマネジャーが獲得しなければならないスキルのなか
から基本的な10のポイントを伝授。また、ゲストスピーカーからの具体的な取り組みを伺
い理解を深め、実践へとつなげる。

○ 5 月20日（金）
・オリエンテーション～なぜ今、医療福祉の職場にミドルマネジャーが必要なのか？ 
・ミドルマネジャーの基本point1・2・3・4

○ 6 月17日（金）
・ゲストスピーカー「経営分析＆事業計画の見方」

○ 7 月15日（金）
・ミドルマネジャーの基本point5・6・7・8

○ 8 月19日（金）
・ゲストスピーカー「リーダーシップと事業展開」

○ 9 月16日（金）
・ゲストスピーカー「診療報酬改定と病棟再編」

○10月21日（金）
・ミドルマネジャーの基本point9・10
・まとめ

■日　時：上記6日間　18:30～20:00
■講　師：神内秀之介氏 （社会福祉法人渓仁会法人本部事業推進部次長・事業戦略担

当次長・渓仁会ハーティケアセンターセンター長、介護福祉経営士1級）

■会　場：株式会社 日本医療企画 北海道支社 セミナールーム
（北海道札幌市中央区南1条西6丁目15-1　札幌あおばビル201）

■参加費：全6回：15,000円／各回：3,000円（介護福祉経営士）
全6回：18,000円／各回：4,000円（一般）

■お申込み：協会ホームページ内「セミナー・研究会活動」または下記お問い合わせ先まで。
■主　催：日本介護福祉経営人材教育協会 北海道支部
■お問い合わせ：日本介護福祉経営人材教育協会 北海道支部

（株式会社日本医療企画 北海道支社 内）
電話：011-223-5125

　試験対策講座開催のご案内（主催：株式会社日本医療企画）

　関東支部　第1回未来志向型介護経営研究会のご案内

診療報酬改定が介護現場に与える影響と経営戦略
　介護福祉や医療など社会保障全般に関する最新情報の共有、重要テーマに関する研究を
行い、「介護経営の未来図」（経営ビジョン）を描いていくことを目的とする研究会。毎回テーマに
沿った講師を招き、情勢や課題、展望などを詳しく解説する。

■日　時：2016年 6 月17日（金）16：00～18：00
■講　師：遠藤正樹氏（医療法人康明会常務理事、法人本部長）
■会　場：株式会社日本医療企画　もとみやセミナールーム

（東京都千代田区神田東松下町17番地　もとみやビル3階）
■参加費：2,000円（介護福祉経営士）

4,000円（介護福祉マネジメント基礎講座修了者、『介護ビジョン』定期購読者、
医療経営士、介護福祉指導教育推進機構正会員、日本栄養経営実践協会会員）
8,000円（一般）　　　　　　　　　　　　　　　　　　※いずれも税込

■お申込み：協会ホームページ内「セミナー・研究会活動」または下記お問い合わせ先まで。
■主　催：日本介護福祉経営人材教育協会 関東支部
■お問い合わせ：日本介護福祉経営人材教育協会 関東支部

（株式会社日本医療企画 関東支社 内）
電話：03-3256-2885

　九州支部　第25回介護福祉経営研究会「LINK」のご案内

自事業所で人材育成できてますか？
定着率を高める実践的人材育成を考える
　長崎市内で介護事業等を運営する3社が合同で、社員研修を専門に行うマネジメント会社を
設立し、共通の研修メニューで実践的な人材育成を行っている。3社合同で人材育成を行う目的
や利点、具体的な研修内容、スキームについて、講演とグループディスカッションにて学ぶ。

■日　時：2016年 6 月19日（日）13:30～15:30
■講　師：宮原克也氏（株式会社ウエルきんぎょ家グループ代表、介護福祉経営士2級）

吉岡正恒氏（株式会社バイタル事業部長、介護経営塾塾生）
■会　場：株式会社日本医療企画　九州支社　会議室

（福岡県福岡市博多区博多駅南1丁目3-6第3博多偕成ビル503） 
■参加費：1,000円（介護福祉経営士）　3,000円（一般）

※当日、会場にてお支払いください。
■お申込み：協会ホームページ内「セミナー・研究会活動」または下記お問い合わせ先まで。
■主　催：日本介護福祉経営人材教育協会 九州支部
■お問い合わせ：日本介護福祉経営人材教育協会 九州支部

（株式会社日本医療企画 九州支社 内）
電話092-418-2828電話：03-3256-2885

第10回「介護福祉経営士2級」資格認定試験
直前ポイント整理講座
　7月10日（日）に実施される第10回「介護福祉経営士2級」資格認定試験に向けて、各地
で試験対策講座が開催されます。ふるってご参加ください。
※一定の人数に達しない場合は、会場変更、または開催を中止することがあります。あらかじめご了承ください。

○東京会場
■日　時：2016年 6 月18日（土）9：30～17：30
■講　師：馬場　博氏（一般社団法人C.C.Net専務理事・チーフアドバイザー）
■会　場：株式会社日本医療企画　本社5階

（東京都千代田区神田岩本町4-14神田平成ビル）
■受講料：15,000円
■定　員：40名（先着順）

日本医療企画ホームページ（http://http.co.jp）の
■お申込み：「セミナー情報」または下記お問い合わせ先まで。
■お問い合わせ：株式会社日本医療企画　関東支社
　　　　　　　 電話03-3256-2885

○大阪会場
■日　時：2016年 6 月12日（日）13：30～17：20
■講　師：鷹取敏明氏（人事マネジメント研究所　進創アシスト代表）
■会　場：大阪コロナホテル（大阪府大阪市東淀川区西淡路1丁目3番21号）
■受講料：12,000円
■定　員：42名（先着順）

日本医療企画ホームページ（http://http.co.jp）の
■お申込み：「セミナー情報」または下記お問い合わせ先まで。
■お問い合わせ：株式会社日本医療企画　関西支社
　　　　　　　 電話06-7660-1761
○福岡会場
■日　時：2016年 6 月11日（土）10：00～17：00
■講　師：谷口雅弘氏（ケアマネシステム代表。介護福祉経営士1級）
■会　場：日本医療企画　九州支社

（福岡県福岡市博多区博多駅南1-3-6　第3博多偕成ビル503）
■受講料：15,000円
■定　員：15名（先着順）

日本医療企画ホームページ（http://http.co.jp）の
■お申込み：「セミナー情報」または下記お問い合わせ先まで。
■お問い合わせ：株式会社日本医療企画　九州支社
　　　　　　　 電話092-418-2828

http://www.jmp.co.jp/● お問い合わせ先／（株）日本医療企画  〒101-0033  東京都千代田区神田岩本町4-14  神田平成ビル  TEL：03-3256-2862  FAX：03-3256-7499

●関東支社 ☎03-3256-2885  ●関西支社 ☎06-7660-1761  ●九州支社 ☎092-418-2828  ●北信越支社 ☎076-231-7791  ●中部支社 ☎052-209-5451  ●北海道支社 ☎011-223-5126

2016年6月号
（2016年5月20日発売）

詳しくは　介護ビジョン　　検索

わかる・使える・明日が見える

●毎月20日発行
●定価：1,296円（税込）
●定期購読料：15,552円（税込）

人・モノ・カネ・
情報を網羅した
介護経営月刊誌

IoTやビッグデータ、人工知能などの先端テクノロジーの導入が、今介護現場で進んでいる。本特
集では、先端テクノロジーを活用している施設や企業の事例のほかに、先端テクノロジー開発に取
り組む技術者たちによる座談会を掲載。「機械で楽をする」という一昔前のイメージとは異なるテク
ノロジーの世界を紹介する。

近い将来、介護職を
揺さぶる“素人革命”の
波がやってくる
デジタルハリウッド大学大学院

提　言　IoT、ビッグデータ、人工知能…
先端テクノロジーで介護経営は変わるのか？特 集


